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Non-Financial事業

　2020年7月～8月にかけて、ミャンマー
のマイクロファイナンス機関であるMJI 
ENTERPRISE Co., Ltd（以下、MJI）のス

タッフ向けに、グラフ・チャートにフォー
カスしたMicrosoft Excelの自習問題を提
供しました。この取り組みは、2019年
11月にミャンマーのヤンゴンにて行った
Excel研修のフォローアップ活動です。
　2019年の研修ではスタッフの皆さん
が1つの会場に集まり、その場でExcelの
操作に関する質問や回答を行いましたが、
2020年はコロナの影響でLIPメンバーの
現地渡航が難しく、対面の研修ができ
なくなりました。このような環境でも
効果的な研修を行い、スタッフの技能向
上に貢献するため、実施方法を検討し
てきました。
「どうすれば非対面で効果的な研修が

できるか」「現場で働くスタッフの実務
に役立つスキルは何か」といった観点で
MJIスタッフから意見を集めた結果、ス
タッフが作成する月次レポート（マイク
ロファイナンスを利用する顧客の推移や返

済状況などをまとめたレポート）に掲載す
るグラフとチャートに重点を置いて、自
習用の練習問題を提供することになり
ました。
　これまでの月次レポートでは実績数
値を表形式で記載していましたが、今
回の活動によってデータを可視化でき
るようになり、レポートの品質向上につ
ながったと評価されました。
　今後もこうした活動を継続し、資金
面以外においてもマイクロファイナンス
機関を支援していきます。

● 2019 年の研修で学んだグラフ・ 
　チャートの作り方の復習ができた。
● 研修が普段の仕事に直結する内容 
　だったので、取り組みやすかった。
● 成績に応じて表彰されたので取り 
　組むモチベーションにつながった。

研修に取り組んだスタッフの声

Excel研修フォローアップに参加したス
タッフ向けに、現地で行われた表彰式の
様子

クラウドファンディングでインドネシアの農家を支援

　2020年10月～11月の2か月間、気候
変動に起因する農家の貧困にアプローチ
するため、インドネシアのバリ島に拠点
を置くsu-re.co（シュアコ）と共同でクラウ
ドファンディングを行いました。
　インドネシアでは人口の30%にあたる
およそ7,500万人が農業に従事していま
すが、多くの農家は気候変動によって
農作物の出来高に影響を受けるリスク
にさらされています。su-re.coは、インド
ネシアの農家の収入の安定・向上を図る
ため、 従来の稲作農業よりも気候変動
に強い農作物であるコーヒー豆／カカオ
豆農業への転換を支援し、それらを買い

取り、製品化して販売しています。こ
のほか、「焚き火」による炊事で健康被害
を受けている農家に安全で清潔なエネル
ギーである「バイオガス」を生成するバイ
オガスキットを提供したり、気候変動が
農業に及ぼす影響とその対策を学べる
気候変動スクールを開講したりと、その
活動内容は多岐にわたります。
　今回のクラウドファンディングは、su-
re.coと現地農家が共同で原材料から育
てたコーヒー、チョコレート、アロマキャ
ンドルなどの商品購入を通じて、現地
農家の活動を応援するものです。開始
後10日で当初の目標金額であった50万

円を達成し、最終的には92名の支援者
から73万1,500円の支援をいただき、現
地農家へバイオガスキット10個を提供す
る見通しが立ちました。
　LIPは今後もsu-re.coの活動を支援す
るため、日本での周知活動、su-re.co商
品の輸送手配など、資金以外でのサポー
トを継続していきたいと考えています。
su-re.coの「収入の安定向上を持続的に
実現する仕組み」を日本でも広げること
を通じて、気候変動に起因する農家の
貧困問題の克服を応援していきます。

su-re.coが生産・販売を支援するコーヒー豆 バイオガスダイジェスチャーとフローメーター バイオガスダイジェスチャーに廃棄物を投入し、ガ
スを生成する
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難民プロジェクトRefugee Project

「メンバー全員が本業を持っていて一般企業とのつながりがある」というLIP の強みを生かし、
日本に住む難民が自立するための就労支援を柱に事業を進めています。
日本での就職活動のサポートや日本語習得支援を提供するほか、
難民・移民二世の就労や受け入れ企業の課題について大学との共同研究も進めています。

難民や貧困層の移民の人々が排
他・差別されることなく、教育・
就労の機会を得て、日本に住む
人々と共生できる寛容な社会の
実現を目指します。

就労支援事業

　難民の方々が自ら選択した仕事に就
き、日本で自立して生活できるように
することを目標に事業を行っています。
新卒の就職活動では、大学・大学院を
卒業し高いスキルや豊富な知識・経験
を持っているにもかかわらず、日本語
の壁や日本の就職活動の慣習に明るく
ないことから就職できない方々がいま
す。彼らが納得のいく進路選択ができ
るよう、主に難民の学生を対象に、履

歴書・エントリーシートの添削や面接対
策、キャリア相談などの就職活動を伴走
型で支援しています。また、大学1年生・
2年生の難民の学生に対して、就職活動
が始まる前からキャリア形成のためのサ
ポートも行っています。

　2020年1月に外国ルーツの学生を対
象とした就活セミナーを開催しました。
日本企業の就活スケジュールや就職活
動の暗黙のルール等の情報を伝え、就
職活動の際にチャンスを逃さず選択肢
を広げてもらうことが目的です。
　今回のセミナーでは新しい取り組みと
して、過去にLIPのサポートで内定を得
た難民の学生から実体験を語っていた
だいたり、その場でライフチャートを書
いてみるという体験を盛り込んだりし
ました。当日は、トルコとアフガニスタ

ンの学生に参加いただき、軽食を食べ
ながら終始和やかな空気で進行しました。
今後はウェブサイト上に日本での就職活
動に関する相談窓口を設置し、難民の
方がいつでも相談できるような仕組み
を作っていく計画です。

就活セミナーを開催

外国ルーツの学生を対象とした就活セミナー

　日本に暮らす難民・移民二世のキャ
リア形成で直面する課題や雇用側であ
る企業の課題を構造的に把握し、実践
につなげていくために、東京大学・筑
波大学と共同研究を開始しました。
　近年、政府は人口減少による労働力
不足を補うために海外人材の受け入れ
を強化しており、外国籍の方々は290万
人に上ろうとしています。労働力不足
は長期的な課題であり、今後も受け入
れを継続していくとなると、生活基盤

を日本に置く人々や、日本で生まれる
外国ルーツの子どもたちも増えると想
定されます。外国籍の人材を雇用する
企業も、これまで以上にさまざまな課題
に直面することになります。
　しかし、欧米諸国とは違い、日本で
はこれまで移住者が教育市場から労働
市場へシフトする際の課題について十
分な議論や研究がなされてきませんで
した。私たちは、これからの日本社会を
担う外国ルーツの若者たちが日本の企

業で活躍・貢献できるよう、学生側と
企業側のそれぞれの課題を明らかにし、
双方にとって必要な解決策を見出して
いきたいと考えています。
　共同研究では定期的な研究会を実施
し、難民・移民二世や企業への実態調
査を進めています。今後は、両大学と
連携して学術論文や報告書を公開する
ほか、講演・研修等も行っていく予定
です。

東京大学・筑波大学と共同研究を開始

Project Report

2020年 4月の大学卒業に向けて就
職活動をしていた難民学生の Aさ
ん。コロナ禍で志望していた企業が
新卒採用を中止としたほか、一度出
た内定が取り消されるなど、例年に
ない厳しい状況での就職活動となり
ました。LIPはオンラインでの面談
やエントリーシート添削を中心にサ
ポートしましたが、何より本人がく
じけず前向きに就職活動に力を注い
だことで、第 2志望とした業界で内
定を得ることができました。

オンラインでコロナ禍の
就職活動をサポート
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LIP-Learning事業

　LIP-Learningでは、日本に逃れてきた
難民の方々が自立して生きていくため
に必要なスキルや能力の向上を目的とし
て学習機会を提供しています。日本社
会で仕事を得て生活していくには日本
語能力は欠かせないものですが、難民
として命からがら日本へ逃れ、生活の
糧もない状態で日本語学校に通うお金
を捻出するのは容易ではなく、日本語
を学びたくても学べない人々が大勢い
ます。私たちは自立するための「日本語
能力」の重要性を認識し、オンラインで
の日本語学習プログラムの提供を開始し
ました。
　 LIP-Learningでは、日本語を学びた
い難民の方々を公募し、選考（書類・面
接）を経て奨学生を決定します。その
後、提携している日本語学校のオンラ
インプログラムを受講してもらい、授業
料をLIPが負担します。就労に必要な日
本語能力検定試験の合格、日常会話レ
ベルの会話能力の獲得、漢字の書き取
り能力の獲得など、1人ひとりの目標に
合わせて達成への進捗度合いを見なが
ら、面談を通じてレベルアップに必要な
プログラムをアレンジするほか、学習を
継続できるようモニタリングやサポート
を行っています。
　2019年12月から6か月間のパイロッ

ト事業としてLIP-Learningをスタートし、
支援対象とした5名中、3名の方が全課
程を修了しました。
　2020年度は8月より受講者の募集を開
始し、書類選考やオンライン面接を通じ
て19名の難民の方々への支援を決定し
ました。パイロット時の連携校である株
式会社アルクに加えてTIJ東京日本語研
究所と提携し、より柔軟な日本語学習の
機会が提供可能に。日常会話や漢字な
ど受講生が必要としているポイントを重
点的に学習できるほか、講師と連携する
ことで受講生のフォロー体制も向上でき
ます。パイロットでの課題を踏まえ、受
講生全員が全課程を修了できるよう、受
講状況の定期的な把握や受講者との関
係強化に努めながらサポートしていきます。

　2020年6月から8月にかけて、LIP-
Learningの運営資金を募るクラウドファ
ンディングを実施しました。難民プロ
ジェクトでは2021年11月までに20名の
難民の方々にLIP-Learningを提供する
ことを目標としており、そのためには年
間約900万円の資金が必要となります。
今回のクラウドファンディングでは約7
名分の費用にあたる300万円をゴールと
していましたが、多くのご支援を得て、
281名の方々から合計311万9,192円の

ご寄付をいただくことができました。
　クラウドファンディング期間中には、
日本の難民問題を広く知ってもらえる
よう、人道支援の分野において第一線
でご活躍されている方々のインタビュー
記事を発信。また、6月20日の世界難民
の日には「世界難民の日に、日本に逃れ
てきた家族の困難を考える」と題したオ
ンラインイベントを開催し、約50名の方
に参加いただきました。

クラウドファンディングで資金を調達

Project Report

3か月で目標金額を超える寄付を集めた

LIP-Learningオンライン日本語学習支援の仕組み

● Bさん（2017年に来日。パイロッ
　ト版を 2020年 10月に修了し、現
　在も引き続き受講中）
　外国人として日本語が話せない状
　態で日本に住むのは、目隠しをし
　て花畑を歩くような感覚でした。
　日本は美しく綺麗で、多くの人た
　ちの憧れの国です。しかし、日本
　語しか話さない人が多いため、日
　本を知り、楽しむには日本語が必
　須です。日本語で会話できるよう
　になってから、日本で暮らすこと
　の負担は少なくなり、便利になり
　ました。

受講生の声

Living in 
Peace

オンライン
日本語スクール

利用料の支払い

プログラム提供

難民 日本語レベルアップ

学習状況の確認
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2019年度会計報告 （2019年8月～2020年7月）

活動計算書

Living in Peace 

経常費用の内訳 （単位：円）

　2019年度は、新型コロナウイルス感
染症関連助成金の受給により、経常収
益は2,970千円の増加となりました。
　経常費用についてはコロナ対応によ

り各プロジェクトの海外渡航費や旅費
交通費が減少した一方、こどもプロジェ
クトの宅食事業、難民支援プロジェクト
のLIP-Learningで費用が増加し、全体で

は前年比1,950千円の増加となりました。
　なお、LIPは、メンバー全員が他に本
業を持ちながらパートタイムで活動して
いるため、人件費は発生していません。

科目 2019年7月期 ① 2020年7月期 ② 前年同期比②-① 

Ⅰ 経常収益
　 1.受取会費 502,000 754,500 ＋ 252,500

　 2.受取寄付金 30,623,045 26,258,829 ▲ 4,364,216

　 3.受取助成金等 0 7,950,000 ＋ 7,950,000

　 4.事業収益 658,309 0 ▲ 658,309

　 5.その他収益 255,076 45,445 ▲ 209,631

経常収益計 32,038,430 35,008,774 ＋ 2,970,344
Ⅱ 経常費用
　 1.事業費
　 　（1）人件費 0 0 -
　　 （2）その他経費 21,615,983 24,014,935 ＋ 2,398,952

　　 事業費計 21,615,983 24,014,935 ＋ 2,398,952

　 2.管理費
　　 （1）人件費 0 0 -
　　 （2）その他経費 1,433,584 985,422 ▲ 448,162

　　 管理費計 1,433,584 985,422 ▲ 448,162

経常費用計 23,049,567 25,000,357 ＋ 1,950,790
　 税引前当期正味財産増減額 8,988,863 10,008,417 ＋ 1,019,554

Ⅲ 法人税等 70,000 70,000 0

　 当期一般正味財産増加額 8,918,863 9,938,417 ＋ 1,019,554

　 前期繰越正味財産額 37,421,946 46,340,809 ＋ 8,918,863
次期繰越一般正味財産額 46,340,809 56,279,226 ＋ 9,938,417
　 受取寄付金 11,218,191 18,080,188 ＋ 6,861,997
　 一般正味財産への振替額 -9,456,538 -12,776,543 ▲ 3,320,005
　 前期繰越指定正味財産額 61,645,431 63,407,084 ＋ 1,761,653
次期繰越指定正味財産額 63,407,084 68,710,729 ＋ 5,303,645

費用のうち、約96％が事業運営の
ために使用されています（残り4％
は団体維持のための費用です）。
詳細な会計報告はウェブサイトにて
ご覧ください。
https://www.living-in-peace.org/
financial-report

管理費 
985千円

4％

マイクロ
ファイナンス 
2,010千円

8％

難民プロジェクト
1.606千円

6％

こどもプロジェクト
20,399千円

82％

ご支援いただいている企業様 （一部）
コストコホールセールジャパン株式会社／インヴァスト証券株式会社／メットライフ生命保険株式会社
MFSインベストメント・マネジメント株式会社／ロバート・ウォルターズ・ジャパン株式会社

※アルファベット順
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※ Living in Peaceは認定 NPO法人です。皆様の寄付金は税制上の優遇措置の対象となり、 寄付金控除の適用を受けられます。
※寄付額の一部は、団体維持運営費に充当させていただきます。

Living in Peaceでは、
一緒に活動するメンバーを随時募集しています

寄付のご案内
マンスリー・サポーター

本業の仕事に加えて、社会貢献や NPO活動に関心があるなど、LIPの活動に興味を
持っていただけましたら、まずはお気軽にミーティングの見学にお越しください。
東京・日本橋兜町および大阪（こどもプロジェクト関西拠点）にて開催しており、
それぞれオンラインでも実施しています（オンラインでの見学も可能です）。

マンスリー・サポーターは、毎月定額で継続的にご寄付いただくプログラムです。
団体全体もしくは各プロジェクトに対し、月々 1,000円からクレジットカードによる
継続寄付をしていただけます。ご支援いただいた皆様には、メールでの活動報告のほか、
イベント情報などを優先的にご案内いたします。

スポット寄付
月々の継続寄付のほか、ご都合のよいときに銀行振込で寄付いただくことも可能です。
金額もご自身で設定していただけます。ご支援いただける方は、下記宛にお振り込みください。

楽天銀行第一営業支店（251）
口座番号　普通口座　7282130

口座名義　特定非営利活動法人Living in Peace共通口座
カナ表記　トクヒ）リビング イン ピース キョウツウコウザ

楽天銀行第一営業支店（251）
口座番号　普通口座　7282149

口座名義　特定非営利活動法人Living in Peace マイクロ
　　　　　ファイナンスプロジェクト口座
カナ表記　トクヒ）リビングインピ－スマイクロファイナンス
　　　　　プロジェクトコウザ

楽天銀行第一営業支店（251）
口座番号　普通口座　7282157

口座名義　特定非営利活動法人Living in Peace 教育プ
　　　　　ロジェクト口座
カナ表記　トクヒ）リビングインピ－スキョウイクプロジェク
　　　　　トコウザ

楽天銀行第一営業支店（251）
口座番号　普通口座　7818642

口座名義　特定非営利活動法人Living in Peace 難民口座
カナ表記　トクヒ）リビングインピ－スナンミンコウザ

〈ミーティング見学のお申し込みはこちらから〉
こどもプロジェクト ▶https://kodomo.living-in-peace.org/action-overview/member/
マイクロファイナンスプロジェクト ▶https://mf.living-in-peace.org/joinus/
難民プロジェクト ▶https://refugees.living-in-peace.org/joinus/

寄付や団体の活動に関するお問い合わせは下記メールアドレスまでお願いいたします。

inquiry@living-in-peace.org

〈登録はこちらから〉https://www.living-in-peace.org/donation

こどもプロジェクト

マイクロファイナンス
プロジェクト

マンスリー・サポーター
登録

難民プロジェクト

LIP全体への寄付

こどもプロジェクトへの寄付

難民プロジェクトへの寄付

マイクロファイナンスプロジェクトへの寄付



名称：特定非営利活動法人 Living in Peace
2007年10月28日 結成
2009年 4月13日 NPO法人格を取得
2012年7月16日 認定NPO法人を取得

団体所在地：〒103-0026　東京都中央区日本橋兜町 5-1
創設者：慎泰俊
代表理事：中里晋三、龔軼群
理事：髙城沙也加、石原亜里沙、首藤聡、伊勢巧馬、柳田真弘
監事：五十嵐裕美子（五十嵐綜合法律事務所弁護士）、
鈴木瞳（株式会社マカイラ 執行役員）
アドバイザー：小森哲郎（株式会社巴川製紙所取締役監査等委員会委員長）、
河口真理子（立教大学21世紀社会デザイン研究科 特任教授）
メンバー：126名（2020年 12月現在）
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